避 難 マ ッ プ の 作 り 方（例）
ＳＴＥＰ１ 計画しよう！
◆フィールドワークに向けて、調査箇所の決定、タイムスケジュール、道具の準備、などを行います。
　○地図に自宅・学校までの通学路・自宅～学校間の指定避難場所を自宅に近い順に書いておきます。
＜準備物＞筆記用具・ﾎﾞｰﾄﾞ・各地区の地図・ｶﾗｰﾗﾍﾞﾙ・ﾃﾞｼﾞｶﾒ・透明ｼｰﾄ・付箋紙・時計　等
ＳＴＥＰ２ 自分の地区を点検しよう！
◆実際に、自分たちの生活する地区を調査します。避難場所や危険な場所、消火栓の位置などをA4版程度の地図にカラーラベルを貼ったり、書き込みながら確認をします。地域の方に聞き取りをしても構いません。

　①　学校に遠いところから順にフィールドワークを行う。

　②　各自の避難場所や通学路を中心とした避難経路や時間について調査を行い、カラーラベルや蛍光ペン等を使って点検を行います。案内板や標識等、目印になるものは写真に撮っておくのも良いでしょう。

　　・自転車で避難可能な道路、自転車で通行が難しい（危険が予想される）箇所、安全な場所、避難や防災に役立つもの、主要施設

　　・（実際はもっと時間がかかる想定も含めて）自転車での所要時間、徒歩での所用時間
ＳＴＥＰ３ 避難マップを作ろう！
◆フィールドワークで発見したモノやコトを、大きな地図にまとめます。
①　作業用の大きな地図に班で見てきた内容を話し合いながら、地図に書いていきましょう。
　②　地図の上に透明シートを載せ、地図の４隅をシートに印付け（マジックで「 」を記入）、地図とシートの位置あわせのマークとします。（被害想定用のシート、被害案を書き込むシートなど、シートを複数枚重ねて使うこともできます。この場合、片側だけをテープで貼れば、シートをめくり複数のシートを利用できます。）
　③　凡例にある内容は、凡例の頭文字等をシールに書き、地図へ貼り付けます。
　④　その他気付いた場所には、どんな場所なのかの付箋紙等を使ってコメントを記入して下さい。
　⑤　特に気になった部分の写真にコメントを記載して貼り付けるなど、工夫して皆にわかりやすい地図を作り
ましょう。
⑥　班員の自宅から順番に避難場所への避難を全員で想定。
⑦　フィールドワークで調べた経路上に存在する危険な場所をチェックしながら、各自の避難ルートを書き込む。（全員が通るべき安全なルート検証でもＯＫ）
⑧　自分たちの地区の特徴や、防災・減災に関わるプラス・マイナスの要素を話し合う。

ＳＴＥＰ４ 発表の準備をしよう！
　①　発表に向けて全員が何らかの役割を持てるよう、分担を決めます。

②　ポスターセッションで発表を行う場合は、最後に質疑の時間をとって、お互いの発表内容について、話し合う時間があると良いでしょう。

マップづくり・フィールドワーク計画書（例）
１年（　　）組　名前（　　　　　　　　　　）
	地区名
	○×地区
	避難場所
	△△山憩いの広場・□□神社裏山

	メンバー
	坂本慎太郎・中岡以蔵・浜口乙女・吉田弥太郎


○　タイム・スケジュールを決めよう。
　※学校から一番遠いところから順に調査先を決定しましょう。

	時　間
	調査地区
	チェックポイント（避難場所等）

	９：５０

１０：１０
１０：２５
１０：３５
１０：４５

１０：５０
	学　校

↓

七代地区
↓

松浦４区

↓

松浦１区

↓

其友

↓

学校
	七代神社周辺

コミュニティセンター

地区集会所


○　凡例（カラーラベルの色）
	危険と思われる場所（赤）
	安全な場所（青）
	役に立つもの（緑）
	施設等（黄）

	　　　…ガラス
　　　…ブロック塀

　　　…自動販売機
　　　 …危険が予想される箇所
	…公園
　　 …空き地

     …避難場所
     …駐車場
	　　　…公衆電話
　　　…消火栓

　　　…防災倉庫
　　　…消火器

　　　…海抜表示
	　　　…役場
　　　…病院

　　　…消防

　　　…警察
　　　…避難所

	その他

（マジック等）
	通学経路（蛍光マーカー等）　安全と思われる避難経路（赤マジック）

山・がけ崩れの危険予想地域（茶網掛け）　液状化予想地域（黄色網掛け）

津波による浸水予想地域（水色網掛け）  災害により使用できない恐れのある橋・道（黒×印）　階段等自転車通行不能地域（ピンク網掛け）　等


※凡例を参考に、各班でマークを考えてみよう。
展開例２





【資料１】





【資料２】
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